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　「みんなで安心して暮らせる地域づくり
をめざして」をテーマとした、第８回地域連携フォーラムが
３月８日、くにびき営農センターを会場に開催し、集まった
約２５０人が、各団体の実践報告や湯浅誠氏（社会活動家
／法政大学教授）の特別講演を熱心に聴講しました。
　「なないろ食堂」（いわゆる子ども食堂）を運営している
吉川郁子事務局長は、実践から見えてきたこととして「課題
はあるが、参加者、ボランティア双方にとって、多様な人と
の関わりの場やほっとできる場になりつつある」と報告。こ
の他、松江市古志原公民館長竹谷強氏が「夏休み寺子屋」を、
生きづらさを抱える人々を支える地域づくりをめざす、すま
いりーねっと代表後藤幸江氏が「農福連携」について、そ
れぞれ報告しました。
　また、湯浅誠氏は、子どもの貧困と地域づくりをテーマに
「ボランティアとして、居るだけ支援という形もある。多様
な人々とのつながりが重要」と参加者の実践に期待しました。
　このフォーラムは、同じ地域に住み活動している仲間が、
学習しながら実践し、つながることを目的に集まった「あっ
たか地域づくり協議会」
（構成団体：松江市社会
福祉協議会、JAしまね、
松江保健生活協同組合、
生活協同組合しまね、地
域つながりセンター等）
が主催しました。

　いわみ中央産直振興協議会（会長　松本昭二、産直会員
979名）は、3月13日いわみ中央地区本部ふれあいホー
ルにて産直加工品研修会を開催し関係機関を含む79名が
参加しました。
　研修会は、2部構成で行い、1部では、島根県6次産業
化アドバイザーの土井小百合氏（松江市）による、「食卓に
愛を！」～生産者目線から消費者目線へ～と題して講演をい
ただきました。
　2部では、講師に浜田保健所環境衛生部の石橋技師と石
原主任技師に食品表示の基礎知識研修として、「加工品の
食品表示」の演題で講義を受けました。
　講義の中では、食品表示法施行前の旧基準の表示が認め
られる経過措置期間も平成32年3月31日までとなっている
ため、新しい表示法を学びました。
　講義終了後の質疑応答では、石橋技師に新しい加工品な
どの表示について
の疑問を質問さ
れ、生産者として
の産直への出荷意
欲を強く感じた有
意義な研修会とな
りました。

　益田市特産のユズの栽培を手掛ける美都町柚子生産者組
合（組合長山根哲朗）とＪＡしまね西いわみ地区本部（本部
長田村清己）は３月２日、ユズ果汁を使った新商品のカステ
ラ「美都ゆずカステラ」の完成を山本浩章益田市長に報告
しました。
　カステラはＪＡ地区本部、㈱和欄西葡、三菱食品㈱の
三社が共同開発し、三菱食品㈱が展開する菓子ブランド
「Ｍ'colla」の新商品として販売します。ユズの特徴である
「香り」と「色」を生かすため100％ストレート果汁を使
い無香料、無着色で仕上げました。　
　原料の果汁は種をつぶさず搾る手搾りに近い製法で搾っ
たもので、苦みが少なく酸味も強すぎず風味が良いといわ
れています。
　報告会では、完成したカステラを山本市長が試食し、「食
べると口の中に香りが広がり、大変おいしい。益田の新しい
お土産にぴったりです」と喜ばれました。
　田村本部長は「今後も生産者が喜べる商品づくりを進め
ていきたい」と意気込み
を語りました。
　カステラは３月10日よ
り地域限定で先行販売し、
24日以降順次販売エリ
アを拡大していきます。

西いわみ

本　店

特産ユズ果汁を使った
カステラを発売しました

第８回 地域連携フォーラム開催
いわみ中央

産直加工品研修会で売れる加工品づくりと
食品表示の基礎知識を学ぶ！

島根おおち
　島根おおち地区本部では2月27日から

3月1日までの3日間、地区本部管内の担い手農家を対象に、
ＪＡ島根厚生連と連携した巡回人間ドックを実施しました。
　邑南町矢上の矢上交流センター、美郷町久保の美郷営農
生活ブロック邑智事業所の２か所で実施し、計68名の担い
手農家の方が健診を受けられました。
　この健診は通常の特定健診では有料な検査もセットした本
格的な検査で、様々な検査を１時間半程度で済ませること
ができ、ＪＡから助成をすることで、通常の1/3程度の受診
料で受診できるため、毎年多くの方に受診頂いています。
　健診を受けられた方からは「助かっている」、「来年も受
診したい」との声を頂いており、農家の皆様が安心して営
農に取り組めるよう健康管理のお手伝いを行っていきます。

担い手人間ドックを実施

カステラの試食後に田村本部長と言葉を交わす山本益田市長
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島根おおちトピックス
平
成
29
年
度
島
根
お
お
ち

ハ
ー
ブ
米
生
産
部
会
定
期
総
会

平
成
29
年
度

島
根
お
お
ち
白
ネ
ギ
部
会
総
会

島
根
お
お
ち
集
落
営
農
活
性
化
研
修
会

　

平
成
29
年
度
島
根

お
お
ち
ハ
ー
ブ
米
生

産
部
会
定
期
総
会
が

3
月
3
日
に
邑
南
町

矢
上
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
に
は
部
会
員
、
関
係
機
関

か
ら
約
50
名
の
参
加
が
あ
り
、
29
年

度
の
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
、

30
年
度
の
事
業
計
画
、
収
支
予
算
に

つ
い
て
の
議
案
が
提
出
さ
れ
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

30
年
度
計
画
の
な
か
で
は
、
昨
年

11
月
に
日
経
ト
レ
ン
デ
ィ
雑
誌
主
催
の

米
の
ヒ
ッ
ト
甲
子
園
２
０
１
７
で
「
石

見
高
原
ハ
ー
ブ
米
®
き
ぬ
む
す
め
」
が

大
賞
米
を
受
賞
し
た
こ
と
に
よ
り
、
更

な
る
Ｐ
Ｒ
活
動
の
強
化
に
取
り
組
む
と

共
に
、
販
路
拡
大
と
生
産
拡
大
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

総
会
後
に
は
島
根
県
の
担
当
者
か

ら
、「
ハ
ー
ブ
米
の
土
づ
く
り
」、「
環

境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
制
度
」、「
Ｇ

Ａ
Ｐ
と
美
味
し
ま
ね
認
証
」に
つ
い
て
、

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ハ
ー
ブ
米
生
産
部
会
で
は
良
品
質

米
の
安
定
供
給
を
目
指
し
て
今
後
も

活
動
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
島
根
お
お
ち
白
ネ
ギ
部
会
総
会
が
部
員
関
係
者
70
名
参
加
の
も
と
、
邑

南
町
矢
上
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
10
ａ
あ
た
り
の
収
量
・
Ａ
品
率
の
優
秀
な
生
産
者
と
し
て
石
見
地
区
の
森

本
一
則
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
、
29
年
度
の
活
動
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
の
承
認
、
30
年

度
の
活
動
計
画
・
収
支
予
算
の
承
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
挨
拶
の
な
か
で
品
川
喜
代
市
部
会
長
は
「
消
費
者
の
方
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

こ
と
が
生
産
意
欲
に
繋
が
る
」
と
生
産
拡
大
へ
の
思
い
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
は
研
修
会
を
行
い
、
主
要
市
場
の
仲
卸
担
当
者
か
ら
市
場
情
勢
報
告
の
な
か

で
「
も
っ
と
出
荷
量
を
増
や
し
て
欲
し
い
」
と
の
要
望
や
、
消
費
者
か
ら
「
本
当
に
美
味
し
い
の
に
、
な
ぜ
島
根

お
お
ち
の
白
ネ
ギ
が
な
い
の
か
」
と
い
っ
た
声
が
あ
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
職
員
よ
り
白
ネ
ギ
産
地
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
過
報
告
と
し
て
29
年
度
に
取
り
組
ん
だ
、
マ
ル
チ

栽
培
試
験
の
結
果
報
告
が
あ
り
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
説
明
を
行
い
、
30
年
度
も
引
き
続
き
栽
培
試
験
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

島
根
お
お
ち
白
ネ
ギ
部
会
で
は
、
部
会
、
行
政
、
Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な
り
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
展
開
し
て

い
き
、
問
題
解
決
を
行
い
産
地
再
生
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
島
根
お
お
ち
集
落
営
農
活
性
化
研
修
会
が
、
集
落

営
農
組
織
や
関
係
者
ら
約
１
１
０
名
参
加
の
も
と
、
邑
南
町
田
所

公
民
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
情
報
提
供
と
し
て
、
石
見
農
業
共
済
組
合
邑
智
支
所
の
担
当
者
よ
り「
収

入
保
険
制
度
」に
つ
い
て
の
説
明
を
頂
き
、
続
い
て
Ｊ
Ａ
職
員
よ
り
「
農
業
者
の
方

の
労
災
保
険
加
入
」、「
Ｊ
Ａ
自
動
車
共
済
季
節
農
業
用
自
動
車
保
障
特
約
」
に
つ

い
て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
安
来
市
の
え
ー
ひ
だ
カ
ン
パ
ニ
ー（
株
）上
廻
達
矢
氏
よ
り「
ド
ロ
ー

ン
防
除
の
事
例
紹
介
」
に
つ
い
て
、
島
根
県
の
担
当
職
員
よ
り「
ド
ロ
ー
ン
空
中
散
布
に
必
要
な
手
続
き
」、

「
電
動
リ
モ
コ
ン
式
草
刈
機
の
紹
介
」に
つ
い
て
講
演
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
を
機
会
に
集
落
営
農
が
新
た
な
取
り
組
み
に
よ
り
発
展
し
て
い
き
、
地
域
の
活
性
化
に

繋
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

3
3月

24
3月

23
3月
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島根おおちトピックス
管
内
中
学
校
へ
交
通
安
全
用
反
射
材
を
寄
贈

一
般
社
団
法
人 

フ
ァ
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
美
郷 

開
所
式

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

　

Ｊ
Ａ
共
済
と
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、

管
内
の
中
学
校
へ
入
学
す
る
新
入
生
を
対
象

に
、
通
学
時
の
交
通
安
全
資
材
と
し
て
、
夜

光
反
射
タ
ス
キ
と
自
転
車
用
夜
光
反
射
テ
ー

プ
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
石
見
中
学
校
に
て
寄
贈
式
が
行
わ
れ
、

小
西
圭
二
副
本
部
長
か
ら
永
井
宏
昌
校
長
に
趣
意
書
・
目
録
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

管
内
７
つ
の
中
学
校
に
は
、
各
支
店
を
通
じ
て
合
計
１
６
３

本
の
反
射
材
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
交
通
安
全
と
事
故
防
止
の
た

め
役
立
て
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人　

フ
ァ
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
美
郷

（
理
事
長
：
品
川　

喜
代
市
氏
、
住
所
：
美
郷
町

久
保
）
の
開
所
式
が
平
成
30
年
3
月
28
日
に
美

郷
町
長
・
島
根
県
西
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所

長
・
美
郷
町
議
会
議
長
・
美
郷
町
議
会
議
員
・
島
根
お
お
ち
地
区

本
部
長
を
来
賓
に
招
い
て
、
同
所
に
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
法
人
は
、
現
在
担
い
手
不
足
や
獣
害
な
ど
に
よ
り
耕
作
放
棄

地
が
年
々
増
加
し
て
い
る
美
郷
町
に
お
い
て
将
来
の
農
地
維
持
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
当
法
人
は
、

行
政
と
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
と
の
連
携
支
援
を
受
け
今
後
事
業

展
開
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
法
人
の
主
な
事
業
内
容
と
し
て
、

①
耕
作
放
棄
地
の
解
消
・
発
生
防
止
に
関
す
る
事
業
、
②
農
業
の
経
営
、
③
農
作
業
の
受
託
（
Ｊ

Ａ
の
育
苗
セ
ン
タ
ー
事
業
・
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
事
業
の
作
業
委
託
）（
Ｊ
Ａ
受
託
事
業
の
事
業
委

託
）

を
中
心
に
事
業
を
実
施
さ
れ
、
今
後
の
地
域
農
業
の
維
持
発
展
に
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

28
3月

28
3月

平
成
30
年
3
月
31
日
付
退
職

平
成
30
年
4
月
1
日
付
採
用

平
成
30
年
4
月
1
日
付
身
分
変
更

平
成
30
年
4
月
1
日
付
正
職
員
登
用

氏
　
　
名

部
　
　
署

松　
浦　
健　
治

営
農
部
営
農
企
画
課

依
願
退
職

沖　
田　
龍　
次

営
農
部
米
穀
農
産
課

依
願
退
職

前　
本　
謙　
太

川
本
支
店
金
融
共
済
課

依
願
退
職

土　
井　
　
　
豊

生
活
部
自
動
車
燃
料
課
Ｌ
Ｐ
Ｇ
セ
ン
タ
ー

依
願
退
職

上　
田　
樹　
理

営
農
部
米
穀
農
産
課

依
願
退
職

新　
谷　
　
　
薫

邑
智
支
店
金
融
共
済
課

依
願
退
職

氏
　
　
名

部
　
　
署

城　
納　
孝　
志

営
農
部
営
農
企
画
課

嘱
託
職
員
採
用

氏
　
　
名

部
　
　
署

椿　
　
　
紀　
子

桜
江
支
店
金
融
共
済
課

臨
時
職
員
か
ら
嘱
託
職
員
に
登
用

氏
　
　
名

部
　
　
署

井　
上　
　
　
真

生
活
部
自
動
車
燃
料
課
Ｌ
Ｐ
Ｇ
セ
ン
タ
ー
嘱
託
職
員
か
ら
正
職
員
に
登
用

千
代
延　
　
　
俊

生
活
部
総
合
生
活
課

嘱
託
職
員
か
ら
正
職
員
に
登
用

片　
岡　
明　
徳

瑞
穂
支
店
金
融
共
済
課

臨
時
職
員
か
ら
正
職
員
に
登
用
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島根おおちトピックス
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
島
根
お
お
ち
女
子
大
学

つ
く
し
ん
ぼ
第
６
期
生
卒
業
式

ゆ
と
り
倶
楽
部
第
10
回
講
座
開
講

大
和
支
店　
筋
力
ア
ッ
プ
教
室

　

島
根
お
お
ち
女
子
大
学
「
つ
く
し
ん
ぼ
」
第
６
期
生
15
名
が
2
年
間
の

課
程
を
終
え
、
地
区
本
部
大
会
議
室
に
て
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
卒
業
式
の
前
に
講
座
を
開
催
し
、
邑
南
町
中
野
「
花
デ
コ
レ
」

の
石
塚
定
子
さ
ん
を
講
師
に
、「
プ
リ
ザ
ー
ド
フ
ラ
ワ
ー
」
を
使
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
を
７
期
生
と
合
同
で
習
い
ま
し
た
。
学
生
一
人
ひ
と
り
が
個
性
の
あ
る
作
品
を
完
成

さ
せ
、
卒
業
式
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

卒
業
式
で
は
学
長
の
日
髙
本
部
長
が
挨
拶
の
中
で
「
Ｊ
Ａ
を
よ
り
身
近
な
存
在
と
し
て

感
じ
て
頂
き
た
い
。
卒
業
生
の
皆
様
に
は
そ
れ
を
感
じ
て
頂
け
た
と
思
っ
て
い
る
。」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
島
根
お
お
ち
女
性
部
寺
内
部
長
は
「
将
来
女
性
組
織
の
活
動
に
も
是
非

参
加
し
て
欲
し
い
」
と
の
思
い
を
祝
辞
の
中
で
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
学
生
を
代
表
し
て
皆
勤
賞
を
授
与
さ
れ
た
、
有
井
須
静
子
さ
ん
が
、「
２
年
間
講

座
に
出
席
す
る
の
が
本
当
に
楽
し
み
だ
っ
た
。
ま
た
皆
さ
ん
と
楽
し
く
活
動
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
式
の
後
は
、
謝
恩
会
が
行
わ
れ
、
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
楽
し
い
ひ
と
時
と
な

り
ま
し
た
。

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
で
は
30
年
度
も
女
子
大
学
「
つ
く
し
ん
ぼ
」
の
新
た
な
仲
間
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
ゆ
と
り
倶
楽

部
で
は
第
10
回
目
の
講
座
を
開
講
し
ま

し
た
。
今
回
の
講
師
は
、
邑
南
営
農
生
活
ブ
ロ
ッ
ク
営
農

指
導
員
の
益
田
佑
一
職
員
が
担
当
し
、「
春
の
寄
せ
植
え
」

を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
19
名
の
受
講
生
が
参
加
し
、
初

め
に
植
え
付
け
る
植
物
6
種
の
紹
介
、
植
え
付
け
手
順

と
注
意
事
項
な
ど
を
聴
い
た
あ
と
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え

つ
け
し
て
い
き
ま
し
た
。
プ
ラ
ン
タ
ー
の
底
に
軽
石
を
敷

き
、
Ｊ
Ａ
の
土
を
３
分
の
１
入
れ
て
、
花
色
、
背
丈
な
ど

を
考
慮
し
な
が
ら
ポ
ッ
ト
苗
を
配
置
し
、
土
入
れ
を
し
て

い
き
ま
し
た
。
受
講
生
た
ち
は
お
互
い
に
植
え
付
け
を
見
比
べ
な
が
ら
寄
せ
植
え
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
最
後
に
、
今
後
の
管
理
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
受
講
生
か
ら
た

く
さ
ん
の
質
問
が
あ
り
、
29
年
度
最
後
の
講
座
は
、
に
ぎ
や
か
な
う
ち
に
閉
講
す
る
こ
と

が
し
ま
し
た
。

　

大
和
支
店
で
は
、
３
月
８
日
（
木
）
健
康
寿

命
１
０
０
歳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、「
筋

力
ア
ッ
プ
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
比
之
宮
交
流
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
こ
の
教
室
に
は
、
12
名
の
参
加
が
あ
り
、
ま
ず
、
身
長
・

体
重
・
血
圧
測
定
な
ど
の
ほ
か
、普
段
は
あ
ま
り
行
う
こ
と
の
な
い
、

体
組
成
検
査
、
握
力
測
定
、
骨
密
度
検
査
、
な
ど
も
併
せ
て
行
い

ま
し
た
。

　

測
定
後
は
Ｊ
Ａ
厚
生
連
職
員
か
ら
測
定
結
果
の
見
方
の
説
明
を

受
け
、
説
明
の
後
は
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
、
予
防

の
た
め
に
効
果
的
で
、
椅
子
に
座
っ
て
簡
単
に
運
動
効
果
が
得
ら
れ
る
「
チ
ェ
ア
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
」
を
体
験
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
測
定
す
る
こ
と
で
数
字
が
見
え
、
自
分
の

体
に
対
し
て
の
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。」「
定
期
的
に
行
い
、
日
々
の
運
動
が
ど
の
よ
う

な
成
果
が
で
て
い
る
か
確
認
し
て
み
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

17
3月

14
3月

8
3月
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島根おおちトピックス

邑 智 支 店 大 和 支 店支店
だよ
り

第
69
回
邑
智
駅
伝

　

3
月
25
日
に
邑
南
町
で
開
催
さ
れ
た
、
第
69
回
邑
智
駅
伝
競
走
大
会

の
職
域
の
部
に
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
の
職
員
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
毎
年
参
加
し
て
お
り
、
今
年
も
学
生
時
代
に
は
陸
上
部
や
野
球
部
に
所

属
し
て
い
た
体
力
自
慢
の
６
名
の
選
手
が
参
加
し
、
全
６
区
間
、
19・６
㎞
を
走
り
ま
し
た
。

　

練
習
不
足
の
た
め
上
位
入
賞
と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
各
選
手
が
精
一
杯
走
り
切

り
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

沿
道
か
ら
多
く
の
声
援
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
地
域
の
皆
様
、
応
援
頂
き
ほ
ん
と

う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

25
3月

　いつも邑智支店をご利用頂きありがとうございま
す。
　3月より新体制として、金融共済担当６名、渉外
係２名、計８名で、営業いたしております。
　金融では、定期積金スプリングキャンペーンを実
施中ですので是非ご検討をお願いいたします。
　皆様のご期待に沿えるよう、親切丁寧に対応させ
て頂きますので、何なりとお気軽にご相談いただき
ますようよろしくお願いいたします。

　私たち大和支店は、支店長をはじめとし、課長、
金融共済担当者 3名、渉外係1名、営農事業所1名
の合計 7名の体制です。また、3月の異動で 2名の
新しい職員を迎えました。新しい顔ぶれで今まで以
上に元気で明るく、組合員、利用者の皆様をお迎え
したいと思いますので、お気軽にお越し頂き、ご相談・
ご利用いただきますようお願いいたします。

支店
だよ
り
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農 だ よ り営

水稲の管理について
●育苗管理

●田植え
苗箱処理剤の使用について

●水管理
・田植え後は、活着するまでの概ね１週間は水深３～５㎝の水管理を行い、低温から苗を保護しましょう。
・気温・水温が高い場合は、徒長する恐れがあるため水深２㎝程度の水管理を行ってください。
・活着後は、水深２㎝程度の水管理を行い「分けつ」を促します。また、田の水の入れ替えは気温と水温の温度差がなく
なる早朝か夕方に行ってください。（日中は保温のため水の出入りを止める）
※風の強い日は葉を守ために深水で管理してください

●除草剤
【注意！】除草剤散布後は環境に配慮し７日間は落水・かけ流しは行わないでください。
使用時期・使用量を守り、雑草発生前からの防除を心がけましょう。

※ JA育苗センターの苗については、「ルーチンエキスパート箱粒剤」が使用されておりますのでそのまま植えてください。
※「ルーチンエキスパート箱粒剤」は粒形が小さいので使用の際には薬剤の量に充分注意してください。
※「ハーブ米」および「つや姫」は「ルーチンエキスパート箱粒剤」のみ使用可能。

※ハーブ米およびつや姫は「キマリテ」の粒剤・フロアブル・ジャンボのみ使用可能。

育苗段階 管理温度 管理のポイント

緑化期 昼間 20～ 25℃
夜間 15～ 18℃

・緑化初期は直射日光を避けるため、育苗シートや黒い寒冷紗等で遮光し、２～３日間弱光
下で緑化させます。

・草丈３～４㎝程度で除覆します。除覆の時期が遅れると腰高になり徒長苗の原因とまります。

硬化期
（初～中期）

昼間25℃以下
※高温に注意
夜間10～15℃

・緑化終了後、約10～14日間管理します。
・高温が予想される時はトンネルを剥いだり、ハウスのサイドを開けるなどの対処をしてく
ださい。また、低温が予想される場合は、保温に努めるとともに、やや乾燥気味に管理
し水分過多にならないようにしてください。

硬化期
（後期） 自然温度下で生育 ・本葉２枚目が出始めたら徐々に外気温に慣らし、植え付け前は昼夜ともハウスを開け放ち

自然温度下で生育させる。（降霜には注意しましょう）

田植時処理剤 使用時期 使用量 ポイント
ルーチンエキスパート箱粒剤 播種時～移植当日 50g／箱 害虫・いもち病・紋枯れ病に登録あり
デジタルコラトップアクタラ箱粒剤 移植 3日前～移植当日 50g／箱 害虫・いもち病に登録あり

田植え時の注意点
◎低温時の田植えは避ける！	 →地温が低いと活着が悪く生育が遅れます。
　	 　また、水温が低いと除草剤の効きが悪くなります。
◎植え付け本数を適正に！	 →１株当たりの植付け本数は３～４本を基本とします。
	 　（コシヒカリは坪50～ 60株その他品種は60株程度が目安）
◎植え付けの深さを２～３㎝に！	→深植えは活着が遅れ、分けつに影響します。
　	 　また、極端な浅植えは除草剤による薬害や、倒伏にも弱くなります。

農　薬　名 使用時期 特　徴

ピラクロンフロアブル
植代後～移植７日前または、
移植直後～ノビエ 1.5 葉期
ただし移植後 30日まで

【注意！】代掻き時も使用可能ですが、
　　　　使用後は７日間田植えが出来ません！

バッチリ LX１キロ粒剤 移植時～ノビエ 2.5 葉期
ただし移植後 30日まで

田植え同時で使用可能。幅広い雑草に効果があり、温度に
よる効果の変動が少ない。

カチボシ１キロ粒剤 51 移植時～ノビエ 2.5 葉期
ただし移植後 30日まで

田植え同時で使用可能。ノビエに対して長期残効性を有し、
抵抗性ホタルイ・コナギや多年生雑草にも効果がある。

キマリテ１キロ粒剤 移植時～ノビエ 3. 葉期
ただし移植後 30日まで

移植直後から使用可能。ノビエに対して長期残効性を有し、
抵抗性ホタルイ・コナギや多年生雑草にも効果がある。

シリウスエグザ１キロ粒剤 移植時～ノビエ 2.5 葉期
ただし移植後 30日まで

田植え同時で使用可能。散布時は粒が小さいので撒き過ぎ
に注意！

イネキングジャンボ 移植後１日～ノビエ 2.5 葉期
ただし移植後 30日まで

使用の際は、「移植後１日～」に注意！
幅広い雑草に効果がある。

14



農 だ よ り営

白ねぎの管理について（計画的な予防と栽培管理の徹底）
白ねぎの定植も最盛期を迎えましたが、今後、定植される方は準備を早めに行いましょう。

圃場準備
●堆肥・ミネラルG・重焼燐を施用し、「ひっぱりくん」で定植しやすいよう、細かく砕土して畦幅 110～ 150cmで深
さ５～ 10ｃｍ程度の植溝を作り、過リン酸石灰を施します。コガネムシ類幼虫の防除としてダイアジノン粒剤５を
400g～600g／ａ忘れずに散布しておきましょう。元肥のスーパーIBS222や野菜美人も植溝に施しておきましょう。
定植
●定植前日にトリフミン水和剤（萎凋病予防）200倍液１リットルを苗箱に散布しておき、「ひっぱりくん」で定植しましょ
う。定植活着後、ゴーゴーサン乳剤を散布し初期雑草を抑えるようにしましょう。（雨天後等、土が湿っている時が効
果的）
排水対策
●ねぎは特に停滞水に弱いため、排水不良の圃場では、必ず排水溝を
掘り、排水対策を徹底してください。

①圃場の周辺に植え溝より深く、排水溝を掘る。（額縁排水）
②畦を切り排水溝にたまった水が外に逃げるようにする。
③列が長く水が抜けない場合は、途中に排水溝を掘る。

※露地果菜類（ナス、ピーマン等）定植の準備をお早めにお願いします。
土づくりは苗定植の１ヶ月前までに、元肥施用は苗定植の２週間前までに済ませ、土壌に水分がある（土を握ってバラバラに崩
れない）状態でマルチ掛けをして下さい。早いマルチ掛けは地温を高め、苗の活着、初期の生育を促進します。また、定植後の風
害（茎折れ等が発生し収穫時期が遅れます）から苗を守るため、肥料袋等での「あんどん」の設置をおすすめします。

※「あんどん」設置すること
で、風害から苗が守られ、
初期生育が促進されます。
比較的単価が高い６～７
月の出荷量が増える効果
が確認されております。

ナス：風害による茎折れ 「あんどん」設置状況

□設置期間が長くなると苗が徒長ぎみになるため、設置期間は定植後約 30日間までとする。
□被服をしているため、苗の状況が見えにくいため、ネキリムシ被害の注意と対策が必要。
　対策：定植時：ダイアジノン粒剤５ 400 ～ 600g ／ a作条土壌混和
□栽培中は水分不足に注意してください。

あんどん設置の
注意点

平
成
30
年
3
月
子
牛
市
場
成
績
表

頭数 最高価格 最低価格 平均価格

川 本
メス     
ヌキ 2 838,080 449,280 643,680
合計 2   643,680

邑 智
メス 7 703,080 438,480 567,617
ヌキ 6 922,320 721,440 815,040
合計 13   681,812

大 和
メス     
ヌキ     
合計 0 0 0 0

桜 江
メス     
ヌキ 1 821,880 821,880 821,880
合計 1   821,880

頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メス 114 1,321,920 340,200 650,132
ヌキ 135 1,112,400 345,600 791,384
合計 249   726,714

島根おおち
メス 11 703,080 438,480 568,473
ヌキ 13 922,320 449,280 796,209
合計 24   691,830

瑞 穂
メス 2 626,400 589,680 608,040 
ヌキ 3 910,440 746,280 841,680
合計 5   748,224

羽 須 美
メス     
ヌキ     
合計 0 0 0 0

石 見
メス 2 579,960 483,840 531,900
ヌキ 1 826,200 826,200 826,200
合計 3   630,000 43.97%合計38.97%去勢雌

県外移出率
49.44%

隠岐 “続落”西部“弱気配”中央“反落”
　本県3月の子牛市場は、隠岐・西部・中央で開設し754頭の上場があり、
平均価格は、隠岐が577,484円で“続落”、西部市場が717,938円で“弱
気配”、中央市場は728,129円の“反落”の取引となりました。

　西部及び中央市場の上場牛では、増体に劣る牛も若干みられたものの。
全体的には発育・体積に富むものが多く、よく揃っていました。
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平成30年4月1日現在JAしまね 島根おおち地区本部業務機構と 職員配置図
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女
が
性
行
部
く

島根おおち地区本部

問い合わせ先 ☎83-1802

今
月
も
皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意

見
ご
要
望
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お便り紹介
◇
竹
の
子
の
お
い
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
ね
。
竹
の
子
を
ゆ
が
く
時
、
糠
で
ゆ
が
く
も
の

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
或
る
料
理
番
組
で
は
米
糠
で
ゆ
が
く
と
竹
の
子
の
風
味
が
な
く
な

る
と
の
事
で
し
た
。
皆
様
方
は
ど
う
し
て
い
ら
れ
ま
す
や
ら
…
。

	

大
和
支
店
管
内　

М
さ
ん　

80
代

●
竹
の
子
の
ア
ク
取
り
は
、
竹
の
子
料
理
の
下
ご
し
ら
え
の
大
切
な
作
業
で
す
ね
。
ア
ク
取

り
は
「
大
根
お
ろ
し
と
塩
」
や
「
重
曹
」
な
ど
で
も
出
来
る
よ
う
で
す
が
、
風
味
は
ど
う
な

る
で
し
ょ
う
か
？
色
々
た
め
し
て
し
て
み
る
と
面
白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
風
味
と
い
え

ば
春
一
番
の
若
い
竹
の
子
を
使
っ
た
木
の
芽
和
え
、
香
り
豊
か
で
美
味
で
す
ね
！

◇
人
事
異
動
の
季
節
。
親
し
く
し
て
も
ら
っ
た
方
が
他
に
異
動
さ
れ
る
の
を
見
る
と
淋
し
さ

を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
農
作
業
が
忙
し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
い
い
ア
イ
デ
ア
た
の
み
ま
す
。

	

瑞
穂
支
店
管
内　

Ｋ
さ
ん　

70
代

●
3
月
は
卒
業
式
や
異
動
な
ど
お
別
れ
の
季
節
、
少
し
寂
し
い
気
が
し
ま
す
。
で
も
4
月
に

は
出
会
い
の
季
節
が
待
っ
て
い
ま
す
。
野
山
で
は
花
が
咲
き
始
め
新
し
い
息
吹
を
感
じ
る
季

節
で
も
あ
り
ま
す
。
心
機
一
転
、農
作
業
に
も
気
合
が
入
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

◇
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
限
度
額
変
更　

犯
罪
の
多
い
昨
今
と
て
も
よ
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
70
才

を
す
ぎ
る
と
自
分
は
大
丈
夫
…
。
と
思
っ
て
も
い
つ
ま
き
こ
ま
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。	

川
本
支
店
管
内　

Ｗ
さ
ん　

70
代

●
振
り
込
め
詐
欺
、
還
付
金
詐
欺
な
ど
が
横
行
す
る
昨
今
で
す
が
、
も
っ
と
も
そ
う
な
言
葉

に
、
つ
い
つ
い
騙
さ
れ
て
し
ま
う
事
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
限
度
額
変
更

も
多
額
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
転
ば
ぬ
先
の
杖
の
一
つ
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◇
過
日
の
事
で
す
が
3
月
10
日（
土
）の
午
前
中
に
、
私
の
家
の
前
の『
湯
船
谷
川
』の
農
地
水
、

湯
船
谷
班
で
草
刈
り
を
し
て
い
た
ら『
は
ん
ざ
け
』が
い
て
、
こ
の
貴
重
な
天
然
記
念
物
を
大

事
に
せ
ね
ば
と
思
い
ま
し
た
。
川
は
色
々
な
物
が
流
れ
て
き
ま
す
。
枯
れ
た
木
の
枝
や
落
葉

な
ど
の
ほ
か
、
結
構
コ
ー
ヒ
ー
缶
と
か
捨
て
ら
れ
て
。
4
月
上
旬
の
缶
拾
い
に
は
多
数
あ
る

も
の
で
す
。
こ
の
場
で
川
に
ゴ
ミ
等
を
捨
て
な
い
よ
う
に
願
い
た
い
も
の
で
す
。

	

石
見
支
店
管
内　

Ａ
さ
ん　

60
代

●
邑
南
町
は『
は
ん
ざ
け
』が
多
く
生
息
し
て
い
る
地
域
で
有
名
で
す
が
、実
際
に『
は
ん
ざ
け
』

を
発
見
で
き
る
の
は
す
ご
い
で
す
ね
。『
は
ん
ざ
け
』
は
川
の
中
の
岩
の
下
や
落
ち
葉
や
木
な

ど
の
陰
に
巣
穴
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
地
元
だ
け
で
な
く
、
誰
も
が
川
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い

よ
う
気
を
配
り
、
協
力
し
て
『
は
ん
ざ
け
』
が
住
み
や
す
い
環
境
を
保
全
し
て
い
け
れ
ば
良

い
で
す
ね
。

　

邑
智
支
部
は
地
頭
所
集
会
所
で「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」と「
ム
ス
イ
鍋
」

の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
部
員
10
名
が
集
ま
り
、
ま
ず
Ｊ
Ａ
大
和

支
店
の
唐
溪
由
美
子
職
員
よ
り「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」に
つ
い
て
習
い

ま
し
た
。
２
０
１
６
年「
家
の
光
」12
月
号
の「
突
然
、
夫
を
亡
く
し
て
」と
い

う
体
験
記
の
朗
読
と
、「
終
活
」と「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」の
必
要
性
を
聞

い
た
あ
と
部
員
た
ち
は
実
際
に
、
親
族
関
係
、
か
ら
だ
の
事
、
も
し
も
倒

れ
た
ら
な
ど
の
家
族
に
伝
え
た
い
こ
と
を
ノ
ー
ト
に
記
入
し
な
が
ら
、「
自

分
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
た
め
に
も
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
が
あ
れ

ば
安
心
だ
。
家
族
に
も
書
い
て
お
い
て
欲
し
い
」
な

ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ム
ス
イ
鍋
研
修
で
は
、
㈱
日
本
食
生
活
改
善
指
導

会
の
三
谷
優
友
さ
ん
か
ら「
ふ
く
さ
焼
き
」な
ど
４
種

類
の
料
理
を
実
演
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
圧
力
鍋

の
安
全
な
使
い
方
や
ム
ス
イ
鍋
の
特
徴
な
ど
を
聞
き

ま
し
た
。

7
3月

女
性
部
邑
智
支
部
研
修
会
を
開
催 女

性
部
各
地
区
総
会

　

島
根
お
お
ち
女
性
部
各
支
部
の
総

会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
の
活
動
報
告
、
収
支

決
算
報
告
、
平
成
30
年
度
の
活
動
計

画
、
収
支
予
算
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
合
わ
せ
て
研
修
会
も
行
わ

れ
、
羽
須
美
支
部
で
は
防
災
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
井
上
重
人
氏
を
講
師
に
お

招
き
し
、「
住
宅
火
災
の
心
得
」を
テ
ー

マ
に
防
災
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
研

修
の
中
で
消
火
器
よ
り
手
軽
に
扱
え

る
エ
ア
ゾ
ー
ル
消
火
具

を
用
い
た
消
火
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

川
本
支
部
で
は
、
池

田
診
療
所
の
長
坂
行

博
先
生
を
講
師
に
迎
え

「
歌
う
お
医
者
さ
ん
に

聞
く
！
脳
と
心
を
元
気

す
る
方
法
」
を
テ
ー
マ

に
、
脳
を
健
康
に
保
つ

秘
訣
を
講
演
頂
き
、
最

後
は
部
員
全
員
で
故
郷

を
斉
唱
し
ま
し
た
。

　

ど
の
支
部
も
来
年
度

に
向
け
更
に
結
束
力
を

高
め
、
盛
会
の
う
ち
に

総
会
を
閉
じ
ら
れ
ま
し

た
。
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年金に関する疑問・質問は
お気軽にご相談ください JAしまね　島根おおち地区本部　金融課TEL.83-1803

5月16日
5月19日
5月23日
5月26日

水

水

土

土

5月の行事紹介

17日（木）・18日（金）・19日（土）
5月の外勤日

年金日帰り旅行
場　所：縮景園、宮島

女子大つくしんぼ入学式
内　容：入学式、ベリーダンス
場　所：地区本部２階会議室

ゆとり倶楽部開講式
内　容：筋力アップ教室
場　所：田所公民館

年金・ローン相談会
場　所：石見支店

年金請求のお知らせです！！

平成30年度、年金相談会を開催いたします

平成30年度に『年金請求書』が送付される方
1 厚生年金請求→ 62歳男性（昭和31年度生まれ）
2. 共済組合年金請求→ 62歳男女（昭和31年度生まれ）
3. 国民年金請求→ 65歳男女（昭和28年度生まれ）
　誕生日の約 3ヶ月前に緑の封筒にて請求書が送付されます。

1. 平成30年度、年金請求をされる方
国請求書が届いた方は、JAにてお手伝いをさせて頂きますが、一度年
金相談を受けて年金の手続きをされる事をお勧めします。

2. 退職を考えている方
退職後の失業給付金の事・年金の事・また、退職後の健康保険の事など

3. 40年以上お勤めの方
4. 病気などで日常生活が困難な方　など
※上記のほかにも年金に関する疑問・質問にお答えします。
お越しの際は、年金手帳・ねんきん定期便・年金証書・印鑑などご持参く
ださい。
また、当日ご都合が悪い方は委任状をいただきお調べできますので、
各支店にご連絡ください。

お気軽にいつでも
ご相談ください。

年金相談会開催日
瑞穂支店
平成30年4／21（土）・10/10（水）
平成31年1/26（土）
羽須美支店
平成30年4/21（土）・6/2（土）・
11/14（水）
石見支店
平成30年5/26（土）・8/21（火）
平成31年2/13（水）
川本支店
平成30年6/2（土）・10/27（土）
邑智支店
平成30年7/10（火）・平成31年1/26（土）
大和支店
平成30年8/2（木）・12/1（土）
桜江支店
平成30年5/19（土）・8/25（土）
平成31年1/19（土）

旧都賀行事務所建物及び土地の売却について
　この度、島根おおち地区本部の遊休資産である美郷町都賀行に所有す
る旧都賀行事務所建物及び土地を、入札の方法により売却することとい
たしましたので、組合員の皆さまにお知らせいたします。
　なお、入札の日時等の詳細については、４月中旬に島根おおち地区本
部の各支店にて公告を行います。

記
１．土地及び建物の明細

土地　邑智郡美郷町都賀行90番18　地目：宅地／面積：651.26㎡
建物　邑智郡美郷町都賀行90番地18　家屋番号：90番18
　　　構造：鉄骨造瓦・スレート葺平家建／床面積：200.00㎡

２．入札参加資格
原則として大和地区へ在住する個人もしくは事務所を構える団体と
し、入札参加資格決定要領により決定する。

３．入札申込み受付期限（予定）
平成30年5月10日（木）

４．物件現地説明会（予定）
平成30年4月27日（金）
実施場所　邑智郡美郷町都賀行90番地18（現地）

５．入札日
入札申込者に、入札参加資格決定通知書を郵送します。その通知書
にて入札日をお知らせします。

お 問 い
合わせ先

島根県農業協同組合
島根おおち地区本部　企画総務部総務課
☎（0855）83-1801

年金相談会をお勧めしたい方
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